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１． 株式市場におけるインデックス

　資産市場の動きを描写するために、その市場で

取引されている個別資産の値動きを集計したイン

デックスを用いることが多い。インデックスをみ

ることによってその資産市場の変動の様子を把握

できるのはもちろんであるが、各インデックスの

構成方法には資産市場に対する考え方や投資戦略

が反映されていることも多く、投資の意思決定上

も便利な指標となる。

　インデックスには、「インデックス」そのもの

への投資が可能であることが求められる。投資対

象となるユニバースはある程度の規模や取引量が

求められ、かつ経済活動、投資活動の観点からも

重要なものが選ばれる。その上で、ユニバースに

含まれる銘柄をどのように組み合わせるかという

ルール、リバランスのタイミングが明確に定めら

れる。インデックスに組み込まれる銘柄の取引量

　近年、株式市場のインデックスが多様化してきている。この論文では、インデックス、資産価格モデル、投資

戦略との関係に注目しながら、日本の株式市場、株式投資信託の特徴について分析し、インデックスを用いた株

式投資戦略への含意を検討する。インデックスの多様化により、株式投資戦略の選択肢が広がることが期待され、

投資信託や個人投資家の投資行動にも影響を与えることが予想される。
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